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1ま え が き

前報では冬期無加温ハウス栽浩におけるレタスの作型設

定について報告 した。本報ではホウレンソウ・ ダイコンの

作型設定について報告 する。

2試 験 方 法

1 ホウレンソウ

(!)品種

供試品種 として
｀
山形赤根 "他 4品種を用い,12月 25

日に,う ね幅を180“ ,ベ ッド幅を100"と し,散 ば した。保

温はカーテンおよびトンネルの被覆によった。施肥は無肥

料 とした。

●)は種期

品種
｀
アトラス"を用い,10月 5日 からH月 15日 まで

10日 おき4回 ,う ね幅を 180σら ベッド幅 を100"と し,3条

に条はした。その後,2枚 時にベッド面積 1ぱ 当たり80株 を

目安に間引きをした。保温はカーテン被覆によった。

0)保温方法

品種
崚
アトラス"を用い,11月 5日 ,う ね幅を180昴 ,ベ

ッド幅を100"と し,3条 に条はした。その後,ベ ッド面積

1″ 当たり80株 を目安に間||き をした。保温方法としては

カーテン, トンネルおよび被覆材 (シ ルバーポリトウ)の

有無などの組み合せにより6 FXを 設け,検 討 した(表 3)。

表 1 品種別の収量 とその特性

0)保 温方法

保温効果については,す でに第 1報で述べたが,無被

覆区で生育が遅れ,ポ リトンネルで早 く,カ ーテン併用で

さらに早かった。しか し,シ ルバーポ リトウ区では生育が

遅れた。これはホウレンソウの場合, lCの保温効果より

“

)栽植距離

品種 "ア トラス"を用い,10月 25日 に,う ね幅を180

“
,ベ ッド幅をllll"と し,3条および4条に条はした。その

後 2枚時にベッド面積 1″当たり60株 ,80株および100株

に間引きをした。

2 ダイコン

“

)品種とは種期

供試品種として 耐`病総太 り
″
, "若駒"を用い,10

月 5日 から10月 25日 まで 10日 おきに 3回 ,う ね幅180",

ベッド幅を100“ ,株間を25“ とし,2条に点ばした。保温

はカーテンおよびトンネルの被覆によった。

3試 験 結 果

1 ホウレンツウ

(1)品種

"山形赤根"および
｀クィーンマーケット"はベ ト病に

弱 く, タ`イタン"および "パ イオニア"は生育速度が遅

かった。 "ア トラス"は葉色および根色が,やや淡いが最

も生育が早 く,ベ ト病の発生 も少なく,最 も優れた。

12)は種期

は種期と収穫期 との関係は,表 2に示すとおりである。

収穫までの所要日数は,は 種期の早いほど短く,10月 5日 は

種で44日 ,最 も遅い11月 15日 は種で1∞ 日であった。各は

種期とも障害の発生が少なく,品質的にも問題がなかった。

も日照時間が生育に大 きく影響したものと思われる。

生育の遅い区ほど葉色が濃 く, 1株重および品質が優れ

た。以上の結果から,保温方法 としては生育が早くかつ品

質も優れるカーテン被覆が適当と思われる。

塾日 収穫始期偶。日) ベ ト病発生株率輛) 収量(36″当たり, 葉 の 形 葉   色 根  色
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表2 は種期別の収穫期
ホ
と収量

は種期

倒助

収穫期

0電日)

収穫始
までの
日 数
(日 )

収穫終

0電日) (腱 )

葉 数 葉柄長

(の●)

」輛鉤０10  5

10 25
11 5
11 15

1118
12 27

130
2 22

″

３０

６

‐０

115
103
96
96

158
147
162
162

5,057

4,343

5,895

60∞

注.,収穫は葉長25“に達 したとき,間引き収穫 した。
今十収穫時の平均。

“

)栽植距離

表 4で示すとおり,ベ ッド面積 1′当たり611株 で葉数

が多く,葉長が短く, 1株重および品置の点で優れた。ま

た,く ず株率力沙 なく 商品収量 も多かった。60株の条数

表3 保温方法のちがいによる収穫物調査
ホ
および時期別の収穫株率 (累計 )

間では3条 まきで上物率が高かった。これは条間を広 くす

ることにより,採光,議国がよくなったためと思われる。

したがって,ベ ッド幅 1∞

“
に 3条まきとし,ω 株//イ とす

るの力糖 当と判断 した。

2 ダイコン

(1)品種とは種期

"若駒 "は低温下での根部の肥大がよく抽根長も短か

ったが,肉質が硬く品質の点で劣った。"耐病総太り"は

根形のそろいがよく,肉質 も軟らかく品質が優れた。

は種期と収穫期 との関係を表 5に示す。収穫までの日数

は,は種期の早いほど短く。10月 5日 は種で lllll日 .最 も遅

い10月 25日 は種で120日 を要した。抽だtヽま10月 25日 は

種の°
耐病総太 り"で発生 したが,花茎長は10“ 以下にと

どまり,適期に収穫すれば,実用上問題がないと判断した。

区 カー テ ン トンネル
被覆材 私警 菱♂ 翻テ

1株重
(′ )

葉 色 2晟
3日

2々

鰭,日

2 日

Ｏ

Ｏ
Ｏ

ｘ

ｘ

ｘ

Ｏ

Ｏ

ｘ
０

０

ｘ

Ｏ

ｘ

×
Ｏ

ｘ

ｘ

113
101
102
116
104
99

277
28 7
27 7

278
23 2
272

159
168
151
149
158
144

448
37 4

417
617
52 4

534

濃緑
緑
濃緑
濃緑
緑
濃緑

13
400
,0
44

33 7

40

38 5

699
411
22 3

550
249

73 7

88 5
852
695
74 1
77 1

注.● 葉長郷
“

に達した時,間引き収穫した。 
“

シノレ ―ヾポリトウ。

表 4 栽植距離,1による収穫物調査
拿

物株
“
未満 , くず株 20′未満。

表 5 品種 とは種期別による収穫物調査

注 ― :ス入 りなし,+:ス 入り

4 ま  と  め

1 ホウレンソウ

品種は低温伸長性があり,ベ ト病に強い
°
ア トラス"が

よい。は種期は障害の発生がなく,品質的にも問題なく,

随時は種できる。栽植距離は1株重および品質の点でよい
ベッド幅100翻の 3条 まき,ベ ッド面積 1″ 当たり60株が適

当である。保温方法は生育が早 く品質が優れるカーテン被

覆で十分である。

2 ダイコン

品種は根形がそろい,肉質の優れる・ 耐病総太 り"がよ
い。マルチ+ト ンネル +カ ーテンで保温すれば,10月 5日

～ 10月 25日 までのは種では,品質的に問題はない。

なお,今後10月 25日 以降のは種期について も作型設定
を検討する必要がある。

条数
ω

り
の

当
数

″
株

葉 数

`文

)

葉 長
ω

葉柄長
0 饉

０
商 品 株 上 物 株

“ ず
重量 ④ 株率 α ) 重量 (り 株率 6)

3

２

π
Ж

４

，

６

450
42 9
41 6

32
31
28

744
515
34 1

4

ω
８０
００

χ

社

π

85 8

733
564

677
56 2

42 9
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